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高齢者住宅にかんする汎用性のある基準をつくる
柏 木　博　( デザイン評論家・武蔵野美術大学教授 )  

「高齢者住宅の質を検証するための独自制度」が
必要である。そのことを考えると、20年ほど前に「ユ
ニヴァーサル・デザイン」という言葉がさかんに使
われるようになった時の状況が思い起こされる。
その発端は、アメリカであった。デザインのコンサ
ルタントをしていたノースカロライナ大学のロナル
ド・メースが、この言葉を提唱したようである。そ
して、彼はいくつかの指標を提案した。
一言でいえば、「さまざまな違いを持った個々人に

対応し、間違えることなく容易に使えるデザイン」が、
ユニヴァーサル（普遍的）デザインであるとされた。
わたしたちの社会は市場を前提にしているのだか

ら、それらのデザインは普及しなければならない。
また、そのコンセプトが反社会的なものでないかぎ
り、そうした方向でデザインされたものを受け入れ
ることに異論があるわけではもちろんない。
しかし、あえていうなら、「普遍」的なものの「基準」

が想定されることに問題が生ずる。「普遍的基準」が
想定されれば、その「基準」に対応しない人々が出て
くる。「普遍」という言葉を使うかぎり、「普遍」の「基
準」に入らない人 を々排除するという矛盾が生ずる。
ちなみに、日本で最初の「標準家具」（普遍では

なく標準といういい方をしている）は、明治期に作
られた学童用の椅子と机だ。この家具を使うと、子
どもたちの体が標準より小さい、あるいは大きいと
いうことが目立つことになる。その結果、標準であ
ることが望ましいこととして、子どもたちにのしかかっ
てくることになる。したがって、問題は「普遍」や「標
準」を強制することにあるように思える。「ユニヴァー

サル・デザイン」という言葉が広がった時に、少な
くとも日本では「普遍」としてそれを強制するかの
ような雰囲気があった。また、それを標榜する道具
が少なからず、通常の使用に耐えられないようなデ
ザインになっていた。
デザインになんらかの「基準」を設けることは必

要なのだが、それが「普遍」的なものであるという
教義的なものになってはいけない。それはあくまでも、
手がかりとすべきものでしかない。「基準」自体が汎
用性を持って使われるべきだろう。
さて、問題はいま「高齢者住宅」の質を検証する

必要があるということだ。では、記憶力も筋力もあ
らゆる神経も衰えていく高齢者に対応する住宅とは
どのようなデザインなのだろうか。実のところ、その
「基準」とすべきデータもコンセプトも共有されてい
ない状況なのではないだろうか。もちろん、住宅メー
カーでは、多くのデータを持っており、またその検
証も行っている。もし、わたしたちが「高齢者住宅
の質を検証するための独自制度」を望むのであれ
ば、メーカーなどのデータも参考にしつつ、「高齢
者住宅の質」とは何かということについて独自の汎
用性に富ん
だ運用がで
きる「基準」
をわたしたち
自身でつくり
だす必要が
あるように
思える。 京都疏水跡
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